
長
良
川
沖
配
壇

（二
重
県
桑
名
市
）
の
完
成

か
ら
、

３．
日
で
２０
年
に
な
る
。
愛
知
、
二
重
両

県
と
名
古
屋
市
は
事
業
費
を
予
定
よ
り
３
年
半

早
め
昨
年
に
完
済
。
だ
が
、
水
の
大
半
は
売
れ

ず
、
財
政
を
圧
迫
し
続
け
る
。
治
水
や
環
境
の

面
で
も
、
疑
問
点
が
な
お
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

長
良
川
河
口
堰
。
堰
を
越
え
る
ア
ユ
な
ど

の
遡
上
を
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
見
る
魚
道
観

察
室
も
あ
る
＝
２７
日
、
三
重
県
桑
名
市
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新

河
口
堰
は
独
立
行
政
法
人
の

水
資
源
機
構
が
管
理
。
事
業
費

約
１
５
０
０
億
円
の
う
ち
、

３７

％
は
治
水

（塩
害
）
対
策
と
し

て
国
が
岐
阜
を
含
む
関
係
３
県

に

一
部
を
負
担
さ
せ
、
建
設
時

に
機
構
に
払

っ
て
い
る
。

残
り
は
利
水
分
だ
。
事
業
費

を
立
て
替
え
て
い
る
機
構
に
対

し
、
３
県
市
が
２３
年
か
け
て
返

す
予
定
だ

っ
た
が
、
昨
年
９
月

に
残
額
５４
億
３
千
万
円
を
ま
と

め
て
完
済
。
償
還
総
額
は
利
息

を
含
め
、
愛
知
県
が
約
７
０
３

億
円
、
三
重
県
が
約
５
２
２
億

３
千
万
円
、
名
古
屋
市
が
１
５

０
億
８
千
万
円
と
な

っ
た
。

た
だ
、
１
９
６
０
年
代
の
高

度
経
済
成
長
期
の
需
要
予
測
通

り
に
い
か
ず
、
開
発
し
た
毎
秒

２２

・
５
立
方
研
の
う
ち
事
業
化

で
き
た
の
は
上
水
道
用
の

一
部

だ
け
だ
。

愛
知
県
２

ｏ
８６
立
方
研
、
三

重
県
Ｏ

ｏ
７
３
２
立
方
研
に
と

ど
ま
り
、
名
古
屋
市
は
２
立
方

研
の
水
利
権
を
持
つ
が
取
水
口

も
な
い
。
工
業
用
水
は
両
県
で

９

ｏ
３４
立
方
研
確
保
し
た
が
利

用
は
ゼ
ロ
だ
。

利
水
分
の
事
業
費
を
機
構
に

返
す
に
は
、
３
県
市
の
各
企
業

庁
や
水
道
局
が
水
を
売

っ
た
収

入
を
あ
て
る
の
が
原
則
。
だ
が

河
口
堰
の
管
理
費
も
分
担
し
て

お
り
、
収
入
が
足
り
な
い
。
こ

の
た
め
企
業
庁
に
対
し
、
愛
知

県
は

一
般
会
計
か
ら
５
０
６
億

円
を
貸
し
付
け
、
三
重
県
で
は

返
済
義
務
の
な
い
４
４
０
億
円

の
出
資
を
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
住
民
が

「返
済
見

通
し
が
な
い
」
と
差
し
止
め
訴

訟
を
最
高
裁
ま
で
争

っ
た
が
、

「将
来
、
需
要
が
発
生
し
な
い

と
は
い
え
な
い
」
な
ど
と
さ
れ

敗
訴
。
愛
知
県
は
判
決
確
定
後

の
０８
年
、
利
用
が
な
い
工
業
用

水
の
水
利
権
の

一
部
を
上
水
道

に
移
し
た
が
、
残
り
の
水
利
権

分
の
貸
し
付
け
２
１
４
億
円
は

企
業
庁
か
ら

一
般
会
計

へ
の
返

済
の
め
ど
が
立
た
な
い
。

国
土
交
通
省
は

「渇
水
時
の

安
定
水
源
に
な
る
」
な
ど
と
反

論
す
る
が
、
ふ
だ
ん
使
わ
な
い

水
の
財
政
負
担
は
重
た
い
。

採算みえず財政を圧迫

治
水
・環
境
な
お
続
く
議
論

建
設
当
時
、
河
口
堰
擁
護
論

の
切
り
札

は

「
治
水
」
だ

っ

た
。
反
対
市
民
や
政
治
家
に
、

地
元
首
長
ら
は

「
命
か
環
境

か
」
と
切
り
返
し
た
。

７６
年
に

岐
阜
県
安
八
町
で
長
良
川
堤
防

が
破
れ
た

「
安
八
水
害
」
で
は

死
者
も
出
て
い
た
。

と
は
い
え
、
河
口
堰
が
洪
水

を
直
接
防
ぐ
わ
け
で
は
な
い
。

上
流

で
川
底
が
盛
り
上
が

っ

た
と

こ
ろ
を
掘

っ
て
水
を
流

れ
や
す
く
し
、
河
口
堰
で
は
塩

水
の
逆
流
を
防
ぐ
、
と
国
交
省

は
説
明
。

０４
年
の
台
風
２３
号
災

害
の
時
な
ど
に
低
い
水
位
で
安

全
に
水
を
流
せ
た
と
し

て
い

る
。だ

が
、
上
流
の
川
底
は
掘
ら

な
く
て
も
地
盤
沈
下
や
砂
利
採

取
で
下
が

っ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
の
に
、
そ
も
そ
も
河
口
堰

は
必
要
だ

っ
た
の
か
。
今
本
博

健

・
京
大
名
誉
教
授
は
国
交
省

の
デ
ー
タ
を
ふ
ま
え
、
そ
う
指

摘
す
る
。

環
境

へ
の
影
響
も
、
な
お
大

き
な
争
点
だ
。

国
交
省
は
下
流
５
カ
所
で
水

質
の
自
動
監
視
装
置
を
稼
働
。

鋼
「
堰
地
点
で
毎
年
ア
ユ
の
法

上
数
を
確
認
し
、
通
過
は
順
調

だ
と
Ｐ
Ｒ
。
だ
が
岐
阜
県
に
よ

る
と
、
着
工
の
８８
年
に
約
千

ン
ト

あ

っ
た
長
良
川
の
ア
ユ
漁
獲
量

が
・２
年
は
４
分
の
１
に
激
減
。

冷
水
病
や
カ
ワ
ウ
の
食
害
も
考

え
ら
れ
る
が
、
生
物
豊
か
な
汽

水
域
を
河
口
堰
で
分
断
し
た
影

響
を
指
摘
す
る
漁
師
や
学
者
は

少
な
く
な
い
。

愛
知
県
は
■
年
就
任
の
大
村

秀
章
知
事
の
公
約
に
沿
い
、
生

態
系
回
復
な
ど
の
た
め
河
口
堰

開
門
調
査
を
検
討
。
今
本
氏
も

■長良川河口堰をめぐる動き
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加
わ
る
県
の
専
門
家
チ
ー
ム
は

５
年
間
以
上
の
調
査
を
１１
年
に

提
言
し
た
が
、
二
重
、
岐
阜
両

県
の
反
応
は
鈍
い
。
開
門
に
よ

る
塩
害
や
、
堰
周
辺
に
た
ま

っ

た
泥
が
海
に
流
出
す
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
。

（量

賃

荏
馨

事

計
画
段
階
か
ら
市
民
参
加
を

完
成
時
の
現
地
所
長
・宮
本
さ
ん

長
良
川
河
口
堰
の
完
成
時
、
旧
水
資

源
開
発
公
団
（水
資
源
機
構
）
の
現
地
所

長
だ

っ
た
宮
本
博
司
さ
ん
（６２
）
に
話
を

聞
い
た
。

０６
年
に
国
交
省
を
辞
め
、
河
川

行
政

へ
の
問
題
提
起
を
続
け
て
い
る
。

河
口
堰
は
国
会
議
員
の
反
対

署
名
ま
で
集
め
ら
れ
、
全
国
的

な
議
論
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
ロ
ー
カ
ル
な
ダ
ム

問
題
と
は
違
う
。
ど
う
完
成
さ

せ
る
か
、
オ
ー
ル
建
設
省

（当

時
）
で
取
り
組
ん
だ
。

姿
勢
を
百
八
十
度
変
え
、
情

報
は
ど
ん
ど
ん
出
し
た
。
調
査

委
員
会
を
作
り
、
環
境
学
者
に

も
入

っ
て
も
ら
い
、
公
開
の
場

で
市
民
と
話
し
合

っ
た
。
魚
道

も
改
良
し
、
水
中
に
酸
素
を
送

り
込
む
対
策
船
を
全
国
か
ら
か

き
集
め
た
。

（
配
慮

し
た
の

は
）
漁
業
資
源
や
水
質
保
全
中

心
で
、
生
態
系
の
発
想
は
ま
だ

弱
か

っ
た
け
れ
ど
…
…
。

私
ら
に
話
し
合
い
で
事
業
を

中
止
す
る
選
択
肢
は
な
か

っ

た
。
た
だ
、
内
部
で
は

「も
う

こ
ん
な
無
理
筋
は
お
し
ま
い
に

し
た
い
」
と
思

っ
て
い
た
。
命

を
守
る
た
め
の
仕
事

の
は
ず

が
、
業
者
や
自
分
の
利
益
の
た

め
に
建
設
し
て
い
る
よ
う
に
言

わ
れ
、
切
な
か

っ
た
。

そ
の
後

、
河
川
法
を
改
正

し
、
河
川
管
理
の
目
的
に
環
境

を
入
れ
、
市
民
参
加
で
計
画
を

作
る
よ
う
改
め
た
。
途
中
か
ら

じ
ゃ
無
理
だ
。
計
画
段
階
で
徹

底
的
に
議
論
し
よ
う
と
い
う
思

い
を
込
め
た
。
私
は
役
所
を
辞

め
た
後
も
、
関
西
の
淀
川
水
系

流
域
委
員
会
に

一
市
民
と
し
て

参
加
し
た
。

委
員
会
は
四
つ
の
ダ
ム
計
画

に
つ
い
て

「
不
適
切
」
と
意
見

書
を
ま
と
め
た
。
で
も
国
交
省

が
巻
き
返
し
、
ど
う
な
る
か
。

（民
主
党
政
権
で
建
設
中
止
の

動
き
が
出
た
）
八
ツ
場
ダ
ム
も

本
体
着
工
し
、
今
や
全
国
で
河

口
堰
以
前
に
逆
戻
り
だ
。
無
念

で
す
。


